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E

イ

グ

ミ

カ
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本
貝
塚
は
薩
摩
園
出
水
郡
出
水
町
大
字
上
知
識
字
尾
崎
に
あ
り
。
同
地
尾
上
卯
助
氏
邸
宅
背
後
の
畑
地
を

テ

ラ

中
心
ざ
し
て
、
其
の
西
南
仁
績
が
れ
り
。
蓋
し
此
地
は
西
方
高
尾
野
川
、
東
南
方
卒
野
川
仁
挟
ま
れ
た
る
扇
朕
洪

積
肇
地
の
一
端
仁
位
し
、
米
ノ
津
川
の
構
成
せ
る
沖
積
平
地
に
臨
め
り
。
貝
塚
構
成
の
営
時
じ
あ
り
て
は
.
米
ノ

樟
川
の
河
口
は
、
出
水
町
に
近
く
、
八
代
濁
は
深
く
此
の
貝
塚
附
近
に
、
業
の
海
波
を
寄
せ
た
る
も
の
あ
る
を
想

像
せ
し
む
。

貝
塚
は
標
高
約
二
十
五
米
突
の
牽
地
に
位
す
。
其
の
北
方
は

壷

地
に
沿
ひ
て
、
中
下
品
怖
さ
稀
す
る
水
溝
を
拓

き

し

矯

め
、地
形
を
援
じ
た
る
も
、
南
方
一
帯
は
畠
地
ざ
な
り
」
二
四

の

人

家

あ

り
。水

溝

の

堤

上

に

は

雑

樹

繁

茂

せ
る
を
見
る
。此
の
墓
地
上
に
貝
殻
の
散
布
し
、
又
た
石
斧
等
の
後
見
せ
ら
れ
た
る
こ
さ
あ
り
し
も
、
貝
塚
た
る

薩
摩
山
山
水
貝
塚
掘
変
調
査
報
告



貝
塚
の
所
在
及
地
形

こ
さ
を
知
る
も
の
無
か
り
し
が
、
大
正
六
年
土
地
の
人
黒
木
繁
氏
之
に
注
意
し
、
荒
田
道
明
氏
仁
之
を
質
し
、
荒

田
氏
は
大
正
八
年
春
、
質
地
を
検
し
て
、
其
の
貝
塚
な
る
こ
さ
を
認
め
、
黒
江
隆

三
氏
之
を
「
新
出
水

誌」
仁
記
載
せ

ら
れ
た
り
，
然
れ
ざ
も
未
だ
中
央
皐
界
の
注
意
仁
上
ら
ぎ

h
し
が
、
翌
九
年
七
月
鹿
児
島
蝶
史
蹟
調
査
委
員
山

崎
玉
十
磨
氏
、
此
の
地
に
出
張
し
て
、
員
塚
の
存
在
を
聞
き
、
其
の
一
部
を
試
掘
し
之
を
畢
界
に
紹
介
せ
ら
る
、

所
あ
り
き
。

東
北
帝
国
大
事
敷
授
醤
皐
博
士
長
谷
部
言
人
氏
は
山
崎
氏
の
懲
混
じ
よ
り
、
此
の
貝
塚
の
費
掘
を
企

蓋

し
、

本
皐
考
古
皐
数
室
亦
花
氏
の
接
掘
を
援
助
宇
る
司
}
ぜ
を
約
し
、
大
正
九
年
十
二
月
長
谷
部
博
士
指
揮
の
下
に

島
田
貞
彦
主
ら
之
を
助
け
、
演
田
耕
作
亦
た
葉

の
地
仁
臨
み
.
同
貝
塚
の
主
要
な
る
地
区
の
殆

ざ
全

部

を

瑳

掘

調
査
す
る
を
得
た
り
。

【
詮
】
〈

1
)
此
の
水
溝
は
官
平
保
年
問
、

平
頁
川
ト
流
よ
り
溜
搬
の
鴛
め
疏
通
す

る
所
な
り
。

?
-
)
山
崎
五
十
慶
君
「
薩
摩
岡
出
水
貝
塚
に
就
て
a

」
(
考
古
由
学
雑
誌
第
十

一
容
第
一
波
)
同
君
「
再
ぴ
薩
摩
園
出
水
貝
塚
に
就
い
て」
(
全
土
第

十
一

品
種
第
五
競
)

一ーーー・、
球
技
掘
及
貝
塚

の

構
主血
友旦

〔
圃
版
第
二
l
第
四〕

大
正
九
年
十
二
月
二
十
日
費
掘
を
開
始
し
て
同
月
二
十
五
日
じ
至
る
。
此

の
間

毎

日

人

夫

六

名

を
使
用
し

た
る
が
、
な
は
出
水
町
上
知
識
、
横
尾
、
八
坊
等
の
各
青
年
圏
よ

り
蓮

回

数

名

の

人

夫

勢
力
の

奉

仕
寄

附

を

受

け

多
大
の
便
宜
を
得
わ
い
ち
。



費

掘

の

地

黙

は

智

に

山

崎

君

の

試

掘

せ

る

地

貼

じ

接

し

て
、
業
↑の

以

南

尾

上

卯

助

氏

の

邸

宅

の

背

後

仁

至

k

リ
、
総
面
積
約
五
十
坪
に
及
ぺ

h
。
之
を
第
一

匝
よ

り

第

十

二

匝

に

劃
し
、
各

匿

の

貝

屠

遺

物

等
を
精
査
せ
る
に
、

其

の

結

果

左

に

表

示

す

る

が
如
し
@

. --.. 
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掘
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査
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安
調
及
貝
塚
の
構
造

四

以
上
之
を
要
す
る
仁
、
表
土
は
後
世
削
卒
せ
る
所
ゐ
る
可
き
も
、
現
在
に
於
い
て

厚

さ

約

一
尺
二
寸

あ
り
、
夫

に
貝
屠
を
見
る
。
其
の
厚
さ
多
少
の
出
入
あ
る
も
、
一
尺
二
三
寸
を
常
ざ
し
、
最
も
薄
き
は
七
寸
、
最
も
厚
き
・
部
分

仁

於

い

て

一

尺

七

寸

じ

及

び

、衣

に
自
然
の
粘
土
層
仁
達
す
。
其
の
磁
石
を
包
合
せ
る
は
洪

積

せ

る

地

層

な

る

が
故
仁
し
て
、
此
の
粘
土
層
以
下
に
は
何
等
遺
物
の
存
在
を
見
る
こ
さ
無
し
。

貝
屠
は
、
牡
瞬
、
蛤
等
を
主
さ
し
、
其
の
貝
の
種
類
三
十
人
種
を
敷

へ
た
り
。
多
少
の
有
機
土
を
混
や
る
も
・
殆
ざ

貝
殻
の
密
集
せ
る
地
区
少
な
か
ら
や
、
其
内
猪
鹿
等
獣
骨
断
片
の
挟
在
を
見
る
こ
さ
多
く
、
少
許
の
人
骨
破
片

を
も
費
見
せ
り
.
此
等
に
闘
し
て
は
、
別
仁
長
谷
部
君
の
論
文
に
記
す
所
あ
り
。
た
だ
土
器
破
片
は
比
較
的
多

量

じ
存
在
せ
る
も
・
其
の
完
形
を
見
る
に
足
る
可
き
大
破
片
は
殆
ピ
之
を
認
む
る
こ
さ
能
は
や
。
石
器
及
骨
介
器

亦
た
貝
居
中
仁
存
す
る
も
、
其

の
量
微
少
な
り
し
を
注
意
す
可
し
。

以
上
地
区
の
稜
掘
さ
共
仁
、
貝
塚
の
庚
衰

を
知
ら
ん
が
矯
め
、
各
地
黙
に
竪

穴
を
穿
も
、
貝
殻
の
有
無
等
を
検

査
せ
る
に
.
其
の
結
果
左
表
の
如
し
。

6 5 4 3 2 1 地
結

有有有有有有 貝

暦

貝
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九 000尺
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ジジジジジ
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一 屠、。
厚。

18 17 16 15 14 13 地
貼

ナ有有有有ナ 貝

ジ シ
屠

表 表土 貝
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ヲ玉ヲ。ア

厚。リ



ナ
ジ

24 23 22 

ナ有ナ
ジ ジ

中
下
溝
堤
上

ナ有
ジ

。。

21 20 19 

ナ
ジ
ナ
ジ

之
に
よ
り
て
是
を
観
れ
ば
、
憂

地

の

東

北

端

は
、中

下

溝

に

よ

り

て

切

断

せ

ら

れ

し

ら

の
に
し
て
、
貝
塚
は

比

の

溝

の

外

側

に

至

る

ま

で

庚

が

れ

る

を

見

る

。

郎

も

仰

向

向

の

地

鮎

の

貝

殻

の

存

在

は

之

を

設

し

て

鈴

あ

り
9

而

し

て

此

の

壷

地

は

南

方

よ

り

東

北

方

仁

向

っ
て
漸
究
下
傾
斜
せ
る
も
の
な
る
-
て
ど
は
接
掘
地
貼
及
向
的

地

黙

仁

於

け

る

貝

屠

上

部

の

高

さ

肇

地

北

端

水

田

を

零

尺

ざ

し

て

約

二

十

三

尺

あ
る
じ
濁
し
て
、
m
w
m
w
m
w
の

地
貼
に
於
い
て
は
約
十
四
尺
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て
知
る
こ
さ
を
得
。
(
醐
鵬
…
紘
一断)
又

た

憂

地

の

南

方

仁

於

い

て

は
、
尾
上
氏
邸
宅
前
庭
及
び
路
面
仁
貝
殻
の

露

出

せ

る

あ

る

も
、
実
の

以

南

に

は

貝

殻

を
見
る
こ

さ
無
く
、
東
方

は

川

乃

至

山

地

貼

に

於

け

る

が
如
く
、
貝
殻
を

認

め
令
。
印
ち
貝

塚

は

此

の

肇

地

の
北

西

部

に

形

成

せ

ら

れ

し

も

の

に

し

て
、吾
入
費
掘
の
地
域
は
、
恰
も
其

の
中

心

に

近

き

も

の

な

り

し

を

推

察

す

可

し
。

夏

仁

此

の

貝

塚

の
南

方

約

四

十

聞

を

隔

つ
る

牽

地

上

に

貝
殻
の

散
布
を
見
る
こ
さ
問
問
仁
一
於
げ
る
が
却

し
。
此
の
南
者
は
元
来
連
績
し
て
、
基
地
の
南
方

仁、
前

記

主

貝

塚
さ

分

離

し

て

形

成

せ

ら

れ

し

小

貝

塚

ざ

す

可

く
、
現
在
の
朕
態
に
於
い
て
は
、
直
ち
に
南
者
連
績
し
て
、
後
者

が
其
の

一
端
な

り

さ
す

る

を

得

ぎ

る

が
却
し
。

薩
摩
出
水
貝
塚
俊
掘
調
査
報
告

冗



石

器

及

骨

貝

器

~ ，、

一一一、
石

器

及

骨

貝

器

〔
固
版
第
五
・
第
六
〕

出
水
貝
塚
費
掘
の
結
果
、
吾
人
の
費
見
せ
る
石
器
は
其
の
敷
量
多
か
ら
守
、
僅
じ
石
斧
、
石
撃
、
錘
石
、
凹
石
十
数

簡
の
外
、
園
石
、
砥
石
敷
箇
を
得
た
る
の
み
に
し
て
.
殊
に
石
嫉
類
は
其
の
材
料
た
る
黒
曜
石
片
を
獲
た
る
も
、
其

の
成
品
は
一
筒
を
も
認
む
る
能
は

、ざ
り
し
は
、
注
目
す
可
き
事
質
な
り
。

石
斧
は
凡
て
九
箇
あ
り
。
水
成
岩
の
接
鯛
獲
性
岩
(
同
=
コ
ユ
ザ
}
由
)
又
は
之
に
類
す
る
石
質
よ
り
成
り
、
其
色
概
ね

青
緑
色
を
呈
丸
内
二
箇
は
打
製
に
近
き
も
、
(
湘
唯
一
明
)
他
は
悉
く
磨
製
な
え
た
ロ
其
の
製
作
は
石
質
の
矯
め
か

太
し
く
精
巧
な
り
さ
謂
ム
可
か
ら
守
。
又
た
多
く
は
其
の
一
端
を
快
損
せ
る
を
以
て
、
全
形
を
認
め
難
き
も
、
稿

々
貝
斧
の
形
般
に
近
似
し
、
瓦
部
は
膨
み
あ
り
て
蛤
忍
を
呈
す
。
内
一
簡
は
裏
面
に
磨
痕
あ
り
、
或
は
砥
石
の
用

仁
供
せ
ら
れ
し
も
の
な
ら
む
。
石
撃
は
「
骨
あ
り
、
忍
部
狭
長
に
し
て
、
其
の
特
い
徴
を
見
る
可
し
(
湖
上
)

.

鈴
矛
(
柑
晴
第
)
払

W
L
r
F
(刊
社
)
印
船
干
(
市
駈
)
及
酔
一
伊
(
同
d

山
)
等
は
凡
て
安
山
岩

(PEg-Z)
を
以
て
作
ら
れ

た
る
が
、
敵
き
石
は
主
ざ
し
て
槌
石
(
一

Ez--5・
Z
2
0
)
ざ
し
て
用
ゐ
ら
れ
し
な
る
可
〈
、
囲
石
は
土
器
製
造
用
、
若

し
く
は
玩
弄
用
に
供
せ
ら
れ
し
な
ら
ん
。
錘
石
は
魚
網
に
附
せ
ら
れ
し
外
、
紡
織
仁
使
用
せ
ら
れ
し
も
の
な
る

こ
さ
、
他
の
諸
遺
跡
に
於
け
る
も
の
さ
殊
な
ら
令
。

は

一
端
に
孔
を
穿
て
る
大
針
仁
し
て
、
其
の
尖
端
を
失
へ
り
。
品
川
広
)

或
は
始
め
よ
り
針
孔
を
聞
か
ぎ
る
も
の
あ
り
、
(
明
り
)
又
た
頭
部
に
載
目
を
附
し
た
る
回
相
手
の
針
ゐ

b
。
(羽
上
)

骨
製
品
は
凡
て
六
箇
を
敷
ふ
。
其
の
一

或
は
頭
髪
の
奔
に
用
ゐ
ら
れ
た
る
も
の
か
。
以
上
の
外
獣
類
の
駈
骨
の

快
く
も
の
あ
り
。
(
明

J
是
は
装
飾
用
の
下
垂
物
た
る
を
想
像
す
る
に
足
る
。
一
端
に
孔
を
穿
も
、
今
ま
其
の

一
部
を



(
問
中
の
耳
〈
川
市
恥
は
各
図
版
に
附
ぜ
る
も
の
さ

一
致
寸
)

Fig. ]. Pottery found at Idzumi Shell-Mound. 



貝
殻
製
品
は
三
片
を
見
る
。
内
二
箇
は
貝
輸
の
断
片
に
し
て
、
一

tま

ン

ケ

イ

ガ

ヒ

(のご・司一

=5
・-z
h
w
一一三
一ロ

S
Z∞

え
)
】
L
2
c
y
f
)
の
殻
を
用
ゐ
、
(
明

上
)
他
は
ア
カ

V

ヒ
類
(
旨
の
$
2
2
1
E・
5
4・
)
の
そ
れ
を
用
ゐ

K
Lリ
。
叉
た
其
の
他

の

一

は

チ

リ

ボ

タ

ン

(
J
-
Cロ
ι
1回咽

n
g
o
E
E
H
L
2--7σ
)

一
端
を
映
し
。
需
の
獣
祉
骨
さ
共
仁
装
飾
品
た
る
こ
ご
疑
ふ
可
か
ら
歩
。

の
美
し
き
紅
色
の
殻
を
利
用
し
、
其
の
竿
月
形

の

雨
端
に

各

一

孔

を

穿

も

た

b
。A
1
ま
其
の

詑
】
(

1

)

木
準
教
授
想
曲
牢
博
士
小
川
琢
品
畑
氏
の
熊
定
や
煩
は
ぜ
り
。

(

2

)

木
簡
牢
甥
目撃
部
助
手
黒
田
徳
米
氏
の
岬
指
定
与
論
へ
り。

四

土

器

〔
闘
版
第
七
|
第
一
九
〕

出
水
貝
塚
土
器
は
主
ざ
し
て
貝
層
中
に
存
在
し
、
間
々
其
の
上
層
仁
見
る
こ
さ
あ
り
。
其
の
種

類
は
、
貝
塚
式

石

器

時

代

土

器

の

一
種
に
限
ら
れ
、
祝
部
土
器
、蒲
生
式
土
器
等
は
、
其
の
表
面
仁
於
い
て
も
之
を
見
る
-
て
ど
無

か
り
き
。
然
れ
ざ
も
貝
塚
式
土
器
を
仔
細
仁
観
察
す
れ
ば
、
之
を
其
の
製
作
紋
様
等
よ
り
二
類
に
分

つ

こ
さ
を

遁
営
さ
な
す
。

一
本
貝
塚
費
見
土
器
の
大
部
分
を
占
む
る
も
の
に
し
て
、
葉
の
色
黒
褐
色
を
帯
び
、
質
は
組
霧
仁
し
て
砂
を
混

令
る
こ
さ
多
く
、
業
の
製
作
亦
た
精
巧
な
ら
令
。
其
の
装
飾
模
様
は
主
ざ
し
て
直
伯
郡
式
に
し
て
、
曲
線
式
の
も
の

は
(イ)少
直、内製

線、な

式、り
模、

様、

口
綾
部
に
凸
帯
を
作
り
、
或
は
之
を
作
ら
や
、
其
上
仁
垂
直
或
は
傾
斜
せ

る

平

行

直

線

を

藤
康
出
水
貝
塚
愛
掘
割
査
知
立
同

七



土

器

八

刻
せ
る
も
の
、
或
は
水
平
の
卒
行
直
線
を
繰
ら
し
、
其
の
一
部
分
を
垂
直
並
行
線
若

し

く

は

結

線

の

一

群

を

以

て
中
断
せ
る
も
の
を
最
も
多
し
さ
な
す
。
(
噛
誠
一)
此
の
後
者
仁
於
げ
る
意
匠
は
水
平
並
行
線
の
器
縁
を
繰
ら

J
片
十

'

せ
る
紐
縄
よ
り
出
で
、
其
の
結
目
を
示
す
に
竪
線
の
一
群
を
以
て
せ
る
も
の
な
る
こ
さ
明
な
り
。
叉
た

此

の
竪

線
の
一
群
は
時
仁
上
部
扇
朕
仁
庚
が
れ
る
も

の
な
る
を
見
る
。
(
調
判
明
レ
)
此

の
外
直
方
形
の
一
区
劃
を
劃
角
線

を
以
て
切
り
、
之
じ
他
の
直
線
を
配
せ
る
も
の
あ
り
。
(
市
臨
時
九
)是
は
其
の
紋
様
の
性
質
上
寧
ろ
後
遺
曲
隷
式
模

様
仁
近
き
も
の
仁
し
て
、業
の
簡
軍
直
線
化
せ
ら
れ
た
る
も
の
な

b
吉
見
る
を
得
可
し
。
以
上
の
外
魚
骨
妹
網

自
販
等
の
模
様
あ
る
も
、
国
よ
り
部
分
的
若
し
く
は
特
殊
的
の
も
の
に
過
ぎ

や。

作

曲

線

的

模

様

前

者

さ

同

じ

く

口

縁

部

の
凸
帯
或
は
綾
部
仁
施
さ
れ
迂
曲
せ
る
波
紋
的
曲
線
を
多
少

垂
直
或
は
水
平
仁
並
列
す
る
法
式
に
於
い
て
、亦
た
前
述
宜
線
式
模
様
ぜ
相
似

た
り
。
(
岨
…
諮
問
一
)
又
た
直
方
形
の

匿
劃
内
を
斜
線
を
以
て
切
り
、
之
を
軸
ざ
し
て
曲
線
紋
を
配
す
る
も

の
あ
り
。

(ヂ

紅
)
要
す
る
に
此

の
曲

線

式

模
様
は
直
線
式
模
様
さ
直
接
の
開
係
を
有
し
、

一
方

は

他

方

の
簡
車
化
せ
ら
れ

た

る
も

の
な
る
を
認

む
る
仁

於
い
て
何
等
不
可
な
き
を
見
交
此
外
曲
線
的
模
様
の
獲
種
に
至
り
で
は
一

々
之
を
記
さ

中
。

本
類
の
土
器
の
完
好
の

遺

品
無
く
、
破
片
の
之
を
復
合
し
得
る
も
の
無
か
り

し
を
以
て
、
其

の

精

確

な
る
こ

さ
を
知
り
難
し
さ
雄
も
、
大
多
数
は
口
の
開
け
る
鉢
類
仁
麗
し
、
時
に
肩
部
に
膨

み
を

有
す
る
も

の
あ

れ

ざ
も・

何
等
の
獲
化
な
〈
置
に
底
部
仁
向
っ
て
縮
少
せ
る
も
の
あ
り
。
叉
た
底
部
は
平
底

の
車

簡

な

る

も

の

、
外
、上

げ
底
に
し
て
一
種
の
肇
を
な
し
其

の
端
に
、
口
綾
部
さ
相
似
た
る
模
様
其
他
を
附
せ
る
も
の
少
な
か
ら
や
。

(
咽
域
第
)
牢
に
は
牽
縁
を
切
り
て
、
数
箇
の
脚
を
形
成
せ
る
も

の
あ

り
。
(
知
一
)
此
等
は
皆
な
器
慢
さ
は
別
に

牽
部

を
作
り
て
、
後
じ
附
着
せ
し
め
た
る
も
の
な
り
。
斯
の
如
き
底
部
の
手
法
は
余
輩

の
未

だ
曾
て
九
州
石

器
時
代



土
器
仁
見
ぎ
る
所
に
し
て
、
本
貝
塚
土
器

の

一
特
色
ぜ
な
す
可

き

な
り
。
衣
仁
口
縁
部
は
突
出
し
て
角
張
れ
る

透
彫
を
縁
部
仁
存
す
る
も
の
等
あ
り
。
此
等
の
一
々
仁
至
り
で
は
闘
版
及
土
器
固

(鵬

も
の
、
其
の
上
に
裁
目
を
附
し
た
る
も
の
、
捉
手
の
退
化
せ
り
さ
認
め
ら
る
、
も
の
あ
り
、
叉
た
簡
軍
な
る
捉
手

一)

に

就

き

て

見

る

可

しに
第
二
類
は
縄
席
紋
を
有
す
る
一
類
に
し
て
、
其
の
製
作
前
類
に
比
し
て
精
巧
な
る
の

み
な

ら

T
其

色

亦

た

赤
褐
色
を
帯
び
、
表
面
は
磨
研
せ
ら
れ
て
光
津
を
有
す
る
を
常
ざ
す
。
模
様
は
縄
席
紋
を
挟
め
る
二
俸
の
並
行

線
を
以
て
寧
乃
曲
線
的
に
配
置
し
、
其
の
法
式
は
絡
縄
の
意
匠
に
費
せ
り
。
(畑
一
誠

一)
中
に
は
押

魅

せ

る

蓮

黙

を

紋
上
に
施
せ
ゐ
も
の
等
あ
り
。
器
形
に
至
り
で
は
小
破
片
な
る
を
以
て
全
形
を
推
し
難
き
も
、
中
に
腹
部
念
じ

張
り
出
し
た
る
嬢
鉢
形
の
も
の
あ
り
。
(
凶

上
)
斯

の

如

き

は

第

一
類

じ

於

い

て

絶

ね

て

認

む

る
能

は

ぎ

り

し

所

ぜ

な

す
。此

の

第

二

類

の
土

器

は

其

の

敷

量

の

甚

だ

少

な

〈
、其

の

製

作

ぜ

第

一
類

さ

同

じ

か

ら

ぎ

る

賠

よ

り
見
て
、
之
を
本
員
塚
固
有
の
も
の
さ
な
す
こ
さ
穣
営
な
ら

ぎ

る
に
似
た
り
。

最
後
に
記
す
可
き
は
本
員
塚
よ
り
・
土
器
の
破
片
を
以
て
製
し
た
る
直
径
一
寸
乃
至

三
寸

位

の

固

板

肢

の

も
の
二
十
鈴
箇
を
接
見
せ
る
こ
さ
是
れ
な
り
。
(浦
一
誠
一
)
其

の
う

も

二

箇

に

は

中

央

に

孔

を

穿

も

た

る

も

郎

等

は

紡

縄

車

ざ

し

て

使

用

す

る

に

は

憐

り

に

粗

製

な

り
、思
ふ
に
児
童
の
玩
弄
用
に
供
せ
ら
れ
た
る
な
る
可
〈
、

其

の

類

品

は

本

邦

各

地

の

貝

塚

等

よ

り

多

く

之

を

接

見

せ

り

。又

た

土

盤

の

破

片

か

さ

思

は

る

、

も

の

一
箇

を
得
た
る
も
確
な
ら
や
。
要
之
本
貝
塚
接
見
の
土
器
は
、
少
数
の
第
二
類
を
除

き

て
、
大
多
数
は
黒
褐
色
組
製

の

直

線

式

模

様

を

附

せ

る

も

の

に

し

て

.

其

の

製

作

さ

模

様

さ

は

之

を

本

邦

西

南

部

の

石

器

時

代

土

器

仁

あ

り

で

は

肥

後

轟

貝

塚

後

見

の

直

線

式

模

慌

の

土

器

に

類

似

し

、叉

た

同

国

阿

高

貝

塚

土

器

の

紋

様

さ

も

其

の

趣

出
水
貝
塚
器開
掘
削削
査
報
告

九



一O

味

を

同

ふ

せ

る

も

の

あ

る

を

見

る

可

〈

、

更

に

松

村

瞭

君

の

報

告

に

係

る

琉

球

荻

堂

貝

塚

の

そ

れ

さ
も

相

似

た
る
も
の
あ
る
を
認
め
令
ん
ば
あ
ら
や
。
郎
も
其
の
紋
様
の
主
ざ
し
て
直
線
式
意
匠
に
出
で
、
縄
席
紋

の
濫

用

土

器

は
殆
ど
之
を
快
除
し
、
手
法
一
般
に
粗
朱
な
る
こ
さ
是
れ
な
り
。
而
か
も
一
方
仁
は
少
量

の
縄

席

紋

慮

用

の
土

器
あ
り
、
其
の
他
地
方
よ

0
移
入
せ
ら
れ
た
り
さ
見
る
も
、
な
ほ
此
の
雨
者
は
同

一
時

代

に

或

る

場

所

に

於

て

共
存
せ
る
の
事
質
を
語
る
も
の
あ
る
を
否
む
可
か
ら
や
。
松
村

君

は

琉

球

貝

塚

土

器

の

直

線

式

模

様

を
以
て
、

模

様

さ

し

て

は

‘

東

北

地

方

貝

塚

に

於

い

て

多

く

見

る

所

の

曲

線

式

模

様

の

姐

型

じ
は
非
守
し
て
、
却
て
堕
落

的
手
法
に
出
で
た
る
も
の
な
ら
む
さ
設
か
れ
た
り
。
而
か
も
余
輩
は
轟
貝
塚
土
器
じ
於
い
て
は
、
其
の

隆

起

細

帯
紋
爪
形
紋
等
を
有
す
る
も
の
を
以
て
古
拙
な
る
も
の
さ
し
、
直
線
波
線
紋
を
有
す
る
も
の
を
以
て
、
柳
か
新

し
き
性
質
を
示
し
、
寧
ろ
蒲
生
式
土
器
に
近
き
も
の
あ
る
を
云
へ

b
。
松
村
君
の
所
設
は
余
輩
の
見
地
さ
牽
も

粁
格
す
る
も
の
仁
非
や
し
て
、
余
輩
の
最
も

賛

同
の
意
を
表
せ
ん
さ
欲
す
る
所
な
る
の
み
な
ら
や
、
此
の
出
水

貝
塚
仁
於
い
て
.
少
数
の
曲
線
式
手
誌
に
出
る
も
の
は
、
直
線
式
の
ぞ
れ
の
粗
型
の
方
向
に
麗
じ
.
多
数
の
直

線

式

手

法

に

成

れ

る

こ

さ

は

、

此

の

模

様

ざ

し

て

の

墜

落

或

は

簡

軍

化

せ

ら

れ

た

る
も

の

な

り

さ

見

る

結

に

於

い

て

全

く

相

一

致

せ

る

見

解

さ

云

ふ

可

き

か

。

若

し

其

れ

其

の

製

作

者

の

質

時

代

の

如

何

に

至

り

で
は
、
別
個

の
問
題
に
し
て
、
車
に
土
器
の
模
様
の
み
よ
り
し
て
論
断
す
可
き
に
非
ぎ
る
や
勿
論
な
り
ざ
す
。

門

詮

】
(

1

)

本
思
考
古
感
研
究
報
告
、
第
五
冊
「
肥
後
園
宇
土
郡
義
村
宮
荘
貝
塚

俊
掘
報
告
」
参
岡
山

〈

2
)
肥
後
回
下
金
城
郡
咽
盟
国
村
阿
山口向貝
塚
は
、
大
正
五
年
三
月
熊
本
豚

総
品
目
掘
調
査
に
嬢
乙
。
(
熊
本
鯨
由
民
蹟
調
査
報
告
第
一
回
参
照
)
第

二
国
に
掲
げ
た
る
は
鵬
首
皐
士
山
崎
春
雄
君
よ
り
本
撃
に
寄
贈
苧
ら

れ
れ
る
も
の
に
係
れ
り
。

(
R

V

松
村
瞭
君
「
琉
戒
毅
堂
貝
塚
」

(
東
京
帝
国
大
事
理
事
部
人
類
鋲
数

室
研
究
銭
昔
、
第
三
編
)参
照
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五
、
結

論

出

水

貝

塚

は

薩

摩

固

に

於

い

て

接

見

せ

ら

れ

た

る

最

初

の

貝

塚

さ

し

て

、

其

の

接

見

せ

ら

れ

た

る

遺

物

に

於
い
て
敢
て
特
殊
な
る
も
の
無
し
さ
雄
も
、
其
の
考
古
串
的
償
値
は
頗
る
重
大
な
る
も
の
あ
り
て
存
す
。
不

幸

に

し

て

人

骨

の

完

好

な

る

も

の

接

見

せ

ら

れ

や

、

僅

に

山

崎

君

の

獲

た

る

頭

骨

の

破

片

の
外
よ
逗

回

の

接

掘

に

於
い
て
、
下
肢
骨
の
断
片
数
個
を
接
見
せ
る
じ
過
ぎ
ぎ
る
こ
さ
・
別
仁
長
谷
部
博
士
の
報
告
に
見
る
所
の
如
し
.

然
れ
ざ
も
同
博
士
の
研
究
に
よ
れ
ば
.
此
等

の
人
骨
破
片
は
、
な
ほ
吾
人
じ
告
ぐ
る
に
、
此
の
貝
塚
じ
占
居
せ
る

石
器
時
代
の
人
民
は
、
河
内
園
府
、
備
中
津
雲
、
肥
後
轟
等
の
諸
遺
跡
に
於
い
て
費
見
せ
る
人
骨

ε
同

一
特

質

を

有
し
、
之
を
別
民
族
な
り
さ
す
る
を
得
令
。
全
く
同
一
民
族
じ
属
せ
る
も
の
さ
す
る
の
遁
営
じ
し
て
、
其
の

特

質

は

現

在

ア

イ

ノ

人

の

そ

れ

仁

相

似

た

る

も

の

多

き

さ

同

時

仁

、

却

っ

て

之

仁

反

し

て

現

日

本

人

の

そ

れ

に

近

き
も
の
あ
る
を
指
摘
せ
ら
れ
た
り
。
吾
人
は
今
ま
韮
じ
人
種
論
を
試
む
る
の
意
志
を
有
せ
十
。
た
だ
斯
の
如
き

特
質
を
有
す
る
民
族
の
、
少
く
さ
も
日
本
西
南
部
を
通
じ
て
、
石
器
時
代
仁
於
い
て
棲
息
し
、
出
水
貝
塚
亦
た
彼

等
の

一
遺
跡
た
り
し
を
言
ふ
に
止
め
ん
さ
す
。

ヂ
ア

ν
ク

ト

然
れ
ざ
も
人
骨
の
研
究
は
、
夏
じ
土
器
じ
現
は
さ
れ
た
る
言
語
の
地
方
設
を
解
譲
す
る
に
よ
り
て
、
此
の
出

水
貝
塚
の
住
民
は
、
其
の
文
化
上
の
近
似
を
肥
後
轟
貝
塚
、
阿
高
貝
塚
等
に
有
し
、
又
た
琉
球
じ
於
け
る
石
器
時

代

人

民

さ

も

接

近

せ

る

を

認

め

し

め

、

却

っ

て

同

園

指

宿

村

遺

跡

下

屠

の

土

器

製

作

者

さ

は

相

隔

れ

る

も

の

あ

り

し

を

想

像

せ

し

む

。

此

等

の

諸

地

方

は

濁

り

地

理

的

仁

薩

摩

困

じ

接

近

せ

る

の

み

な

ら

-T土
器

紋

様

の

性

質

に

於

い

て

も

類

似

を

有

す

さ

せ

ば

、其

の
文

化

的

関

係

よ
L

リ
、
夏
に
此
等
石
器
時
代
人
民
の
此
等
諸
地
方

薩
摩
出
水
貝
塚
焚
一
掘
調
査
報
告



結

論

仁

分

布

植

民

せ

る

時

代

の

相

近

、き

も

の

ゐ

る

を

想

像

す

る

の

一

資

料

た

る

を

得

可

し

。

而

か

も

肥

後

轟

貝

塚

に
於
い
て
は
隆
起
細
帯
紋
、
爪
形
紋
等
を
施
せ
る
硝
々
古
式
の
一
類
の
外
に
、
直
線
式
紋
様
の
一

群

あ

り
、出

水

-
貝
塚
に
於
い
て
は
、
曲
線
式
模
様
の
一
群
の
外
仁
、多

数

の

直

娘

式

模

様

の

適

用

せ

ら

れ

た

る

も

の

あ
り
。
屠
位

的
じ
は
之
を
厩
別
す
る
こ
さ
能
は
ぎ
る
も
、
紋
様
の
接
達
上
前
後
を
順
序
す
可
き
も
の
、
¥
同
一
貝
塚
よ
り
沓

見

せ

ら

る

、

は

最

も

興

味

あ

る

現

象

に

麗

す。

出

水

貝

塚

は

其

の

庚

表

に

於

い

て

必

し

も

大

な

ら

今

、

貝

唐

は

其

の
厚
さ
僅
仁
一
尺
有
除
じ
し
て
、
其
の
間

仁
唐
序
的
直
別
あ
る
を
見
守
。
土
器
も
亦
た

一
類

仁
麗
し
、
造
物
の
上
よ
り
時
代
的
費
建
を
明
瞭
に
順
序
す
る

を
得
令
。
思
ふ
じ
此
地
仁
於
け
る
石
器
時
代
の
住
民
は
、
其
の
敷
比
較
的
多
か
ら
す
、占

居

の

時

期

亦

た

太

し

く

長
き
も
の
に
非
ぎ
り
し
が
如
し
。
彼
等
は
嘗
時

の
文
化
圏
の
一
隅
仁
あ
り
て
、
た
だ
其
の
波

端

仁
溶
せ

る
の
み
、

何

等

特

殊

の

文

化

の

此

慮

に

接

展

し

わ

ん

る

こ

さ

無

か

り

し

な

り
。若

し

そ

れ

指

宿

村

遺

跡

さ

の

関

係
、
九
州
他

地

方

遺

跡

さ

の

関

係

、

其

の

人

種

問

題

等

の

詳

細

じ

至

り

で

は
、之

を

推

論

す

る

の

時

期

に

蓬

せ

ざ

る

も

の

あ

L
リ
。
吾
人
が
本
報
告
書
の
範
圏
外
に
属
す
る
も
の
あ
る
を
思
は
し
む
る
を
以
て
、
今
は
凡
て
之
を
省
略
じ
附
せ


